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よのなか調査（生活者編）2023 

生活者の生成AI利用動向とテクノロジーに関する意識を調査 

10代後半の生成AI利用経験率はすでに5割に近づく 

一方で真偽や信頼性の確認がおろそかになる傾向も 

株式会社リクルート（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：北村 吉弘、以下リクルート）は、全国約 1

万人の生活者を対象に「よのなか調査（生活者編）」を実施しましたので、その結果を発表致します。 

「よのなか調査」は、リクルートの事業とは直接関係しない領域も含めたより広い“よのなか”における生活

者と事業者の“行動・考え方”を調査し、社会構造の変化を明らかにすることを目的としており、2022 年より

実施しています。 

2023 年は生成 AI が急速に普及した 1 年でした。今後も生成 AI をはじめとするテクノロジーの進化と広がり

はさらに加速し、私たちの生活や仕事のやり方も変わっていくことが予想されます。一方で AI の活用には社

会に負の影響をもたらす懸念も存在し、さまざまな議論が継続的に行われています。 

こうした背景もあり、今回の発表では生成 AI の普及状況や利用頻度、情報の真偽や信頼性の確認、事業者へ

の個人情報提供など、生活者のテクノロジーに関する関心や意識の変化についてまとめています。 

調査結果サマリー 

⚫ 生成 AI の普及状況は都市部と地方に大きな差はなく急速に全国的に広がりつつある。 

⚫ 生成 AI の利用頻度については年代差があり、若い世代ほど頻繁に使っている。 

⚫ おすすめ（レコメンド）機能の参照意向については、全てのカテゴリで上昇傾向が見られる。病院・クリ

ニックや飲食店、旅行先などでは相対的に高い傾向があるが、交際相手・結婚相手の項目では低い。 

⚫ 「複数の情報を比較して真偽を確かめること」「情報の発信元が信頼できる人・メディアなのかを確認す

ること」などの情報の真偽や信頼性を確認する意識については低下傾向にある。特に 10 代後半は両方の

項目で大きな低下を見せている。 

⚫ 「氏名、連絡先（メールアドレス、電話番号）、住所」という個人情報を事業者側に提供しても良いとい

う人の割合はやや下降傾向が見られる。 
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リクルート 調査室長の解説 

株式会社リクルート 調査室 室長 

岩下 直司 

「生成 AI 普及期は情報の真偽や信頼性の確認がより重要に」 

生成 AI の利用は年代的な差はあるものの、急速に全国に広まっています。今後は

今まで以上に情報の真偽や信頼性を確認する意識、また、個人情報を管理する意

識が重要になると考えられます。 

今回の調査結果を見ると、おすすめ（レコメンド）機能の参照意向がさまざまなカ

テゴリで高まっています。一方で、情報の真偽や信頼性を確認する意識について

は、全体的に低下傾向で、特に生成 AI の利用経験率がすでに 5 割近い 10 代後半で元々は高かった意識の低

下傾向が大きいのは今後の懸念材料と考えられます。また、個人情報の事業者への提供については慎重な意

識が高まっています。全体の状況を見ると現在は新たなテクノロジーの利便性への期待感と警戒心が入り交

じった過渡期という印象を受けます。AI をはじめとする先端的なテクノロジーを活用する企業は今後も生活

者の意識と行動の動向を見極めて適切なサービス提供を行う慎重な姿勢が求められると思います。 

 

 

 

・調査目的：多様化する生活者の実態を理解する 

・調査方法：インターネット調査 

・調査委託先：株式会社マクロミル（マクロミル保有の調査モニターを対象に実査） 

・調査対象：全国の 15～69 歳の生活者 10,352 人（2022 年調査）、全国の 15～69 歳の生活者 10,358 人（2023

年調査） 

 ※2 週連続で調査を実施し、両方に回答した人を対象としている 

 ※性年代×エリアの構成比が 2020 年国勢調査の人口構成比通りになるようにアンケートを回収 

 ※2023 年調査では、上記の通り回収した人に対して 3 週目の追加調査を実施（回収数：9,834 人） 

・調査期間：2022 年 9 月（2022 年調査）、2023 年 9 月(2023 年調査)  

本件に関する 

お問い合わせ先 
https://www.recruit.co.jp/support/form/ 

「よのなか調査（生活者編）」調査概要 

 

https://www.recruit.co.jp/support/form/
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1. 都市部だけではない生成 AI の普及 

テキスト型生成 AI サービス（ChatGPT、Microsoft Bing AI*、LINE AI チャットくん、など）の利用頻度は三

大都市圏とそれ以外の地方で大きな違いは見られなかった。「日常的に利用している」「月 1 回以上は利用し

ている」「過去 1 回以上は利用したことがある」の合計値は、三大都市圏とそれ以外の地方でそれぞれ 21.4％、

18.3％となっており、短期間で全国的に普及しつつある状況である。 

* Microsoft Bing AI：現 Microsoft Copilot 

 

2. 生成 AI の利用経験率は若年層ほど高い 

テキスト型生成 AI サービス（ChatGPT、Microsoft Bing AI、LINE AI チャットくん、など）の利用経験者の

割合は若い年代ほど高く、特に 10 代後半は既に 5 割に近づいている。ちなみに 10 代後半のうち 2 割以上が

「日常的に利用している」または「月 1 回以上は利用している」と回答している。 

調査結果 

あなたは以下の生成 AI サービスを利用したことがありますか。 あてはまるものをそれぞれ一つずつお選びください。（それぞれひとつずつ）_テキスト生成 AI

サービス（ChatGPT、Microsoft Bing AI、LINE AI チャットくん など） 

（単位：%） 

2023 年調査 N=9,834 

※3 週目追加調査の結果 

あなたは以下の生成 AI サービスを利用したことがありますか。 あてはまるものをそれぞれ一つずつお選びください。（それぞれひとつずつ）_テキスト生成 AI

サービス（ChatGPT、Microsoft Bing AI、LINE AI チャットくん など） 

（単位：%） 

2023 年調査 N=9,834 

※3 週目追加調査の結果 
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3. おすすめ（レコメンド）機能の参照意向はあらゆるカテゴリで上昇 

おすすめ（レコメンド）機能の参照意向については、全てのカテゴリで上昇傾向が見られる。病院・クリニ

ックや旅行先、飲食店などでは相対的に高い傾向があるが、交際相手・結婚相手の項目では低い。 

4. 情報の真偽と信頼性を確認する意識については特に 10 代後半が低下傾向 

「複数の情報を比較して、真偽を確かめること」「情報の発信元が信頼できる人・メディアなのかを確認する

こと」などの情報の真偽と信頼性を確認する意識については、10 代後半で高く 20 代になると大きく低下、

その後年代が上がるにつれて上昇していく。全体的に意識すべきという割合は低下傾向にあるが、特に元々

意識が高かった 10 代後半に関しては両方の項目で大きな低下を見せている。 

 

あなたは、情報収集をするときに、以下のようなことをやるべきだと思いますか。 また、そのうち実際に意識／行動できているものはどれですか。（それぞれ

いくつでも）_やるべきだと思うこと 
（単位：%） 

2022 年調査 N=10,352 

2023 年調査 N=10,358 

 

調査結果 

あなたは以下の項目を選ぶときに、さまざまなデータをもとにしたおすすめ機能を参考にしたいと思いますか。（それぞれひとつずつ） [1 参考にしたい] [2 

やや参考にしたい] 
（単位：%） 

2022 年調査 N=10,352 

2023 年調査 N=10,358 
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5. 事業者に個人情報を提供しても良いという人の割合は減少傾向 

おすすめ（レコメンド）機能を「参考にしたい」「やや参考にしたい」という人の中でより参考になるお

すすめ情報を得るために「氏名、連絡先（メールアドレス、電話番号）、住所」といった個人情報を事業

者側に提供しても良いという人の割合は全体的にやや減少傾向にある。唯一、交際相手・結婚相手のカテ

ゴリだけは個人情報の提供意向が若干上昇している。 

 

 

 

 

 

より参考になるおすすめ情報を得るために、あなたが事業者に提供しても良いと思うご自身の情報はどれですか。前問で「参考にしたい」「やや参考にしたい」

とお答えいただいたそれぞれのサービスについて、お知らせください。（それぞれいくつでも） 

（単位：%） 

 2022 年調査 N=10,352 

2023 年調査 N=10,358 

※「参考にしたい」、「やや参考にしたい」 と回答した

人が母集団 

 

 

 

 リクルートグループについて 

1960年の創業以来、リクルートグループは、就職・結婚・進学・住宅・自動車・旅行・飲食・美容などの領域において、一人ひ

とりのライフスタイルに応じたより最適な選択肢を提供してきました。現在、HRテクノロジー、マッチング＆ソリューション、

人材派遣の３事業を軸に、60を超える国・地域で事業を展開しています。リクルートグループは、新しい価値の創造を通じ、 

社会からの期待に応え、一人ひとりが輝く豊かな世界の実現に向けて、より多くの『まだ、ここにない、出会い。』を提供して

いきます。  

詳しくはこちらをご覧ください。  

リクルートグループ：https://recruit-holdings.com/ja/  リクルート：https://www.recruit.co.jp/ 

調査結果 


